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長岡地域の在宅介護の現状と課題
―家族介護者の負担を軽減するために―

調 査 の 枠 組 み

調 査 の 概 要

研究の枠組みと方法取組みの目的
介護保険制度によるサービス利用が進んだとはいえ、家族介護の担っ
ている役割は大きい。要介護状態となっても住み慣れた地域社会で自
立した生活を送るために、在宅介護はどうあるべきか。家族介護者へ
のヒアリング調査によって、在宅介護を継続するうえでの困難を明らか
にし、介護負担の軽減策を探る。

研究の意義
若者世代ができることは何かという視点で、学生自らが地域福祉推進の
主体として取り組み、実践に結びつく提案をする。 

質問項目ごとの分析結果
（１）在宅による介護を引き受けるまで：介護のきっかけとして、以前できていたことができなくなる。
要介護者が在宅での介護を希望している。介護者も自分がみようと思う（長男としての責任感など）。ある
いは、自分しかいない。（２）日常生活とサービス利用の現状：介護のために離職や、仕事との両立に
支障がある。調査対象者全員が、デイサービスを利用。ショートステイの利用は要介護者が不安感を抱き、
難しいことも。施設介護との間で迷っている。（３）介護による負担と幸せ：悩みを打ち明ける仲間、相
談相手が必要。わずかな時間に気分転換を図る。旅行などでリフレッシュする（しかし、心配しながら）。家
族からの援助が心強い。要介護者の言動（見送ってくれたりする）に幸せを感じる。同時に、やらなければ、
という気持ちをもって介護を続ける。（４）在宅介護で学んだこと、伝えたいこと：学んだこと－他人
ごとではないと感じる。周囲の人に、いい影響がある。伝えたいこと－使用できるサービスや制度をフルに
使って一人で介護をしない。要介護者のプライバシーを尊重する。施設や制度と個人との折り合いをつける。

介護者のパターン別の分析結果
（１）複数介護Ａさん：元々の介護者であった母が倒れたため引き継ぐ。離職して内職に。 大変なところは
ヘルパーさんに担ってもらう。食事の仕度をシルバーサービスにと考えるが、人を増やしたくない。病院な
どの移動の際に負担を感じている。嫁ぎ先の協力がなければ、Ａさんの在宅介護は成り立たない。（２）別
居介護Ｂさん：自宅から長岡まで、長距離移動のため、負担を感じている。特に冬の雪道は危険も付き
まとうため負担は大きい。また、移動の際にかかる費用も大きな負担となっている。自宅からは、インター
ネットの監視カメラを通して安否確認。（３）息子介護Ｃさん：長男で同居しているので介護をしている。
働きながら介護をしていることが大きな負担となっている。介護の悩みや相談は、会社の同じような仲間に
している。ストレスをためないようにしている。周りの人の状況も見ながら、施設介護も考える。強い口調
や大きい声を使わないように心掛けている。 （４）老老介護Ｄさん：子供が近くにおらず、妻を介護。身
近に相談できる相手がいない、孤立した介護。下の世話が思うようにいかない。自身の健康状態にも不安
があるため、施設入居に対しては抵抗が少ない。しかし、適当な施設がみあたらない。 

 介護者に対する直接の支援：悩みを話せる場所、介護者の交流、リフ
レッシュの機会、介護教室の開催、介護者の体調管理、情報提供、張
り合いとなるもの
 仕事と介護の両立支援：育児介護休業制度の整備、企業による支援策、
柔軟な働き方、所得保障（離職の際の生活費の補填・遠距離介護に対
する交通費の補助）
 サービスの充実・サービスと協働：夜間のサービス、病院の付き添い（車
いすを乗せられる福祉車両など）、 使いやすい生活援助（食事用意、薬
をもらいにいく、留守番ほか）、 本人の意思の尊重（住み慣れた地域で、
自立した生活を送りたいという気持ちを尊重）、趣味を生かせるデイサ
ービスのレクリエーション、施設の整備
 社会に対する働きかけ：社会規範（長男が介護・介護は家族）の見直
し－誰がどう介護するかの話し合い 、住環境整備（バリアフリー）、認
知症介護に対する取り組みの促進（人びとの理解と見守りのネットワー
ク・認知症特効薬の開発）、若者の介護参加

若者世代ができること   
訪問・見守り・話し相手・安否確認・生活援助
（料理・掃除・洗濯・買い物・留守番）

■
 

■

■

■

主な分析結果

̶家族介護者の負担を軽減するために
支援策の提案

■ゼミ教員
　菊池 いづみ 准教授

■ゼミ学生名
4年生 ：
3年生 ：

平成22年度 活動報告
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認知症サポーター活動中

リーフレット「認知症を正しく理解して
地域を支えよう！」を配布

小野 治佳　木村 亮太 　　珊　近藤 隆太　佐藤 こず恵　佐野 篤　 戸成 昭人
石月 美沙世　小出 祐也　齋藤 優穂　佐久間 瑞樹　高野 広大　角田 実佳　古川 輝明
三浦 茜　宗村 芳成

　

Ⅱ Ⅲa
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取組みの目的

口コミ又はマスメディアの利用によって、東京市場で地方の特産品が着
目されることが多々ある。例えば、「宇都宮の餃子」、「富士宮焼そば」
等と例をあげればきりがない。そこで、長岡市の特産品をいかにして東
京市場に売り込んでいくかという販売戦略モデルを構築することが取組
みの目的である。

研究の意義

長岡市の特産品が関東圏で認知されることによって、特産品だけでなく
長岡市も認知されることになる。このことが、長岡市へ興味をもっても
らうことになり、最終的には地域活性化に繋がることになる。

四年生は、昨年度より引継ぎで小国和紙の販売戦略の構築を提案す
る。一方、三年生は、新潟ラーメンの販売戦略の構築を提案すること
にし、次年度は実践可能性について検討する。

第1グループ　小国和紙の販売戦略
・小国和紙の調査研究
・(有 ) 小国和紙生産組合へのヒアリング
・小国和紙の販売戦略モデルの構築

第2グループ　新潟ラーメンの販売戦略
・ラーメン全般の調査研究
・新潟四大ラーメンの調査研究
・ラーメンの嗜好性についてのアンケート調査の実施

第1グループ　小国和紙の販売戦略
昨年度は、商品開発を中心に販売戦略モデルを構築していたが、今年度
は、美術大学、芸術大学、デザイン系専門学校の学生に作品自体を発注し、
この作品で個展を開催することで小国和紙を認知してもらうという販売戦
略モデルに改善した。

第2グループ　新潟ラーメンの販売戦略
アンケート調査を実施したところ新潟ラーメンは関東で通用するという意
見が圧倒的に多かった。このことから、新潟ラーメンを関東に売込むため
に、数店のラーメン店が組合を組織化し、関東に二週間ごとに看板を替え
て順番に出店するという販売戦略モデルを構築した。次年度に、この販売
戦略モデルが実践可能か否かをラーメン店主及び専門家を交えて検討す
る予定である。

取組みの内容

学生のアイデアによる
販売戦略モデル

■ゼミ教員
　田邉 正 専任講師

■ゼミ学生名
　4年生 ： 笠原 浩　彭佛兵
3年生 ： 斉藤 俊輔　坂井 良成

平成22年度 活動報告

長岡大学 
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研究の流れ目的
第一段階

地元の特産品の調査と研究対象の選択
これらのなかから研究対象の特産品を選択

第二段階
プロジェクトの構築

第一段階であげたプロジェクトを選択して具体化

第三段階
プロジェクトの実践可能性

具体的にどのようにして売込むか

第四段階
販売戦略モデルの改善
販売戦略モデルの見直し

長岡市における特産品の東京市場販売計画
－長岡を売り込み首都圏とつなぐ－

和紙の原材料

有名店と言われる所にも
調査に行きました。
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取組みの目的

・地域コミュニティが中心となった「地域の安全・安心のあり方」を明
らかにする．（４年生）
・歴史的建造物と耕作者の高齢化により耕作されないままになって
いる畑の課題解決を目指した地域コミュニティ活性化プランを策
定し，提案する．（３年生）

研究の意義

地域コミュニティを中心とした安全・安心のあり方を明らかにする
とともに，地域に残された歴史的建造物等の地域の資産を活用した
地域コミュニティ活性化策を提示する．

旧神谷信用組合の建物と畑の現地調査を行った結果，次のことが明
らかになった。

① 耕作者の高齢化により、畑の耕作を辞めたいと思っている人
が多い。

②　エコブーム等で都市の人には畑作希望がある。
③ お年寄りによる農業指導により、地域内外の人との交流、及

びお年寄りの意欲向上が期待できる。
④ 建物が交通の便が良いところに位置している。さらに、駐車

場も建物に隣接して確保できる。
⑤ 旧神谷信用組合の建物と畑の距離は 100ｍと近く、建物を活

用するのに適している。

旧神谷信用組合の建物の中に、休憩所と直売所の機能を持たせた「ニ
コニコ交流直売センター」を設置し、このセンターを仲介組織とした
耕作困難畑の貸し出しと収穫物の直接販売システムを提案．

主な分析結果

提案

■ゼミ教員
　高橋 治道 教授

■ゼミ学生名
　4年生：齊藤 健二　中村 良胤
3年生：石田 美希　板垣 友祐　近藤 翔　柾谷 貴広　渡邊 尚史

４年生と３年生がそれぞれ下記に示した研究に取り組むことにより、地
域コミュニティ活性化による豊かで安全・安心な暮らしの仕組みを明ら
かにする。

◆４年生

神谷地区の住民が、①神谷地区の防犯、②住民同士のつながりと交流、
③神谷地区の防災についてどのような意識を持っているかを明らかにし、
地域コミュニティが主体となった地域の安全の仕組みを明らかにする。

◆３年生

神谷地区が平成21年に購入した歴史的建造物である「旧神谷信用組
合」の建物を活用した地域活性化の仕組み考え、その仕組みの中で神谷
が抱えている耕作困難な畑の課題も解決することとした。

調 査 の 枠 組 み
◆地域コミュニティと地域の安全に関する神谷地区の住民意識の把握
は、神谷地区の協力を得ての回覧板による全戸配布と郵送による回収
としたアンケート調査を実施する。ついで、その調査結果を分析して
地域コミュニティを主体とした地域の安全・安心の仕組みを考える。

◆旧神谷信用組合の建物と耕作困難な畑の現状の現地調査、および他地
域における地域活性化の取り組みを調査し、その結果を基にして、歴
史的建造物の活用と耕作困難な畑の問題を解決する仕組みを考える。

調 査 の 概 要
◆地域コミュニティや地域の安全に対する神谷地区の住民の意識を明ら
かにするために、「地域コミュニティに対する意識調査」を郵送によ
る回収によって全戸（163戸）調査を実施した。アンケートの回収
率は34％であった。

◆旧神谷信用組合の建物と耕作が困難な畑の現状を把握し、歴史的な建
物を生かしつつ、神谷が抱える畑の問題を解決する提案を行うため
に、２回にわたる現地調査を行った。

研究の枠組みと方法

地域コミュニティ活性化による
　　　　　豊かで安全・安心な暮らしを考える

建物内の配置

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム
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ゼミ生の問題意識

ゼミ生は、「草の根・地域からグローバライゼーションを平和的に進め、
その過程を地域活性化に役立てることはできないだろうか」という問題
意識を持ち、活発なディスカッションを実施

コンセセプトの考案

Grass-roots Globalization：グラスルーツグローバライゼーション（草
の根・地域からの地球一体化推進）というコンセプトを考案

1） Study
2） Invite 
3） Visit
4） Donate 

：　グローバライゼ̶ションに関する学習
：　外国人の方をゼミに招待し交流
：　外国人の方が集まる場所等への訪問
：　学園祭に出店し利益を世界に寄付

ゼミ生が考えたグラスルーツグローバライゼーションの具体的活動

■ゼミ教員
　広田 秀樹 教授

■ゼミ学生名

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム

グラスルーツグローバライゼーション
̶草の根・地域からの地球一体化推進̶

アメリカ人ビジネスパーソンの
スコッティ＝ジロッド氏をゼミに招待し、
米国の経済状況、政治、社会、教育等について
話を伺いました

4年生 ： ラブダンスレン＝エルデネバド
3年生 ： 王 慧　高橋 健幸　本間 圭　松永 貴幸

世界の人々が、世界の各地で、出会い、語り合い、友情を築いていく
「グラスルーツグローバライゼーション」の展開

̶グラスルーツグローバライゼーションの重要性̶

相互理解の欠如による
摩擦、衝突、戦争等の発生

グローバライゼーションの急速な進展

グローバライゼーションの平和的な
ランディング（着陸）
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取組みの目的

研究のモットーは　「健康第一　みんなの幸せ」
以下の3点から「健康管理」と「予防医療」の取り組みに臨んだ。
1. 食育の推進などの「健康」への取り組みを調べる。
2. 運動の実施による「健康」への効果を調べる。
3. 健診の受診状況や「健康」への意識を調べる。

研究の意義

長岡市周辺における「食育」の浸透を調べ、地域の食文化を理解した。
「運動」について学内で実験を行い、ウォーキングの効用や集中力
と運動能力の因果関係について検討をした。

●「食育」編：「愛してやまない（病まない）食育編」と改題
→長岡ぴったり 3.1.2 弁当普及の取り組みや近隣で市販している弁
当とも比較検討をした。

●「運動」編：「鍛えよう！運脳編」と「バイクとパズルの運動編」
の2つに途中で分かれる。2つを合わせた取り組みとしてまとめた。
→それぞれウォーキングの効能や、心拍数と集中力との関係として
試行錯誤を繰り返した。結果として、学内でのウォーキングコース
の確立と、心拍数の変化による集中力の違いなどを実証した。
さらに、長岡大学の学生を対象として、2 回に渡り、アンケート調
査を実施した。結果を踏まえて、食生活の習慣と食育の浸透につい
て考察した。

●

●

●

●

実際に自分たちでオリジナル「3・1・2弁当」を作って、コンテストに挑
んでみたかった。学内でもっと3・1・2弁当を知ってもらいたいと感じ
た。
ウォーキングコースを作成にする際に、屋外のコースも考案したかっ
た。悠久山公園などをルートに加えると魅力的だっただろう。 ウォー
キングコースをマップ化するためには、コースの要所に表示を設ける
のもいいと思う。例:『○○地点から○○地点まであと○○歩』
コンビニ等の弁当比較で検討した内容を栄養学的な面からもう少し深
く追究したかった。他地域の食育についても調査をしておきたかった。
バイクの負荷を5段階（25、50、75、100,125）にして、各負荷10分
間漕がせてからパズルをさせる実験をやってみたかった。「ランナー
ズハイ」との関係性も含めて、改めて検討をしたかった。

主な分析結果

今後の課題・展望など

■ゼミ教員
　山川 智子 准教授

■ゼミ学生名
　4年生 ：

3年生 ：

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム

長岡周辺地域における
健康管理と予防医療の現状

～「食育」と「運動」を中心とした取り組みについて～

●愛してやまない（病まない）食育編
→各種の食育イベントへの参加、現状の把握と理解に努める。
1. 父の日企画『家族で守ろう　パパの健康』（6月）
2. 食育PRイベント（10月）
3. 長岡農業まつり（10月）
4. 家族でおいしく 3・1・2弁当料理教室（1月）
●鍛えよう！運脳（うんのう）編
→学内において万歩計をつけて学内を歩き回り、10分で1,000歩が基
準のウォーキングコースの模索をした。長岡大学の中を振り返る、いい
きっかけとなった。
●バイクとパズルと運動編→文字通り、エアロバイクによる運動負荷を
与えた後パズルを解くという実験方法を考えた。パズルを用いたことで
楽しんで実験に取り組めた。

調 査 の 枠 組 み
●愛してやまない（病まない）食育編
→料理教室で、3.1.2 弁当を実際に作った。さらに長岡大学周辺で売ら
れている弁当類について、主食、主菜、副菜などのチェックを行い、そ
れぞれの特徴をまとめた。
●バイクとパズルと運動編
→被験者にエアロバイクを漕いでもらい、運動負荷を与えた後にパズル
を解く作業を行う。心拍数をなるべく一定に保つように指示して、それ
ぞれの場合でパズルを解く時間を測定した。（集中力の発揮で、パズル
を解く時間が短縮できるという仮説から）

調 査 の 概 要
学生アンケートなどからも、食育の浸透には、まだまだ工夫の余地があ
ると感じた。
食育イベントにせよ、ウォーキングマップなどの運動に関する事柄にせ
よ、周知をして関心を持ってもらうのは容易なことではない。取り組み
をより充実させるだけではなく、周囲の人たちを巻き込んでその気にさ
せるのが大事と思った。

研究の枠組みと方法

秋田 妃果里　草野 淳子　澁谷 省吾　高橋 祐也　毒島 美幸
保坂 俊樹　星野 緑　村山 新　矢和田 芳浩
磯部 将孝　猪飼 洋平　小林 康泰　酒井 舞乃　佐藤 咲子　高野 いづみ　番場 諒
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取組みの目的

地球環境問題への取組は今や、全世界的に展開されている。この取組
は、環境問題のなかでも日常の事業活動や生活に最も身近で、かつ重
要な分野である＜リサイクル＞活動の具体的あり方、方向を調査研究
することをめざして行った。

研究の意義

長岡地域における地域循環ネットワークのリサイクル活動の仕組みを学
び、他地域への拡大の方向を見つけること。学生にとっては、調査能力・
社会人基礎力の向上に役立つ。

■

■

■

■

地域循環ネットワークは市民の自発的リサイクル活動として始まった
が、長岡地域における地域連携でＮＰＯとして自立できた。

学校給食残さのリサイクル事業で、公的事業を民間で行う仕組みと
して確立したことにより、同様の課題解決が迫られる地域の先進事例
となった。

そのことにより、環境大臣賞や農林水産大臣賞など多数の表彰を受
けることができた。

地域循環ネットワークの活動は、給食残さ以外の環境問題解決の分
野に拡大している（エコグリーン、里山整備等）。

提案というより、地域循環ネットワークのリサイクル活動の特徴と今後の
方向性について、まとめておきたい。

①学校給食の調理残さの処理の仕組みを創ったこと・・・分別－回収－処
　理－リサイクル加工の仕組みを完成させ、企業と市民の協力と理解を得
　ることができた事はすばらしい。
②ＮＰＯが地域の問題解決のモデルを示ししたこと・・・工夫すれば、地
　域のいろいろな問題解決ができる。地域循環ネットワークは、他の環境
　問題への取り組みを広げている。
③ＮＰＯでも社会的な事業が可能（給食残さリサイクル事業は長岡市から
　の委託事業）・・・世界的に広がっている「ソーシャル・ビジネス」（社
　会的課題をビジネスにする手法で解決する）の先進的な事例といえる。
　ソーシャル・ビジネスを拡大してゆく先例になるのではないでしょ
　うか。

主な分析結果

提案等まとめ

■ゼミ教員
　原田 誠司 教授

■ゼミ学生名
　3年生 ： 1名 

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム

環境・リサイクル問題への取り組み
－地域環境ネットワークの活動中心に－

次のような枠組みで調査研究を行った。
・対象となる事業……長岡地域において活動するＮＰＯ法人地域循環ネ

ットワークの事業
・中心の対象事業……同ネットワークの中心の事業である＜学校給食残

さのリサイクル事業等＞
・調査研究項目………同事業の目的、仕組み、意義を把握する。
・方法…………………同ネットワークへのヒアリング、さらには、取組

学生自身が活動へのボランティア参加も行い、ま
とめる。

具体的には、次のように、調査研究を行った。

・

・

・

地域循環ネットワークへのヒアリング………同ネットワーク・スタッフ（長
谷川公亮氏）へのヒアリング（４回）を行った。
学校給食残さ事業へのボランティア参加………学校給食残さ事業に実際
に参加した（８月夏休み中４日間）。
わりばしリサイクル事業への参加………わりばりリサイクル事業に参加し
た（２回）

・

・

地域循環ネットワークは、1990 年代半ばから市民の自発的リサイクル 
活動として始まり、学校給食残さリサイクル事業を確立した。
給食残さリサイクル事業もわりばしリサイクル事業も、事業としての仕
組みを地域においてしっかりと形成できたところに大きな特徴と将来性
がある。

調 査 の 枠 組 み

調 査 の 概 要

研究の枠組みと方法
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取組みの目的

取組の目的は、「まちの駅」の活動を通して地域活性化へ貢献すること
である。具体的には、以下の３点を達成することにある。
①学生が地域と関わり合いをもち、地域に入り込むこと。
②合併前の旧市町村の相互理解を深めるお手伝いをすること。
③ゼミ生全体の社会人基礎力向上を図ること。

取組の成果は、『学生の成長』と『地域愛の醸成』にある。具体的に
は以下の点があげられる。

① 

② 

③ 

学生が地域と関わり合いをもち、地域に入り込むことにより、アク
ション力が大幅に向上した。50 駅へのヒアリングは並大抵のもの
ではない。また、イベントに参加することにより、各自の役割を認
識する力が向上した。50 駅を対象にヒアリング調査を実施したこ
とにより、この取組の地域への認知度が大幅に向上した。

50 駅のパネルを作成し、それを紹介することで、合併前の旧市町
村の相互理解を深めるお手伝いができたものと思われる。また、学
生自身の「地域愛」を醸成することもできた。この点は社会人基
礎力育成グランプリでも高く評価されている。

ヒアリング活動やホームぺージの作成、パネル作成によって学生の
専門的技術が向上したことはもちろんであるが、活動の事後評価と
してまちの駅へのアンケートを実施することにより、社会人基礎力
の向上を実感できた。この点については、学生自身が「地域に出
向くこと、人とかかわることの楽しみを感じられるようになったこと
が成長である」と述べていることからも伺える。

取組の成果

■ゼミ教員
　鯉江 康正 教授

■ゼミ学生名
 4年生 ：
 3年生 ：

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム

研究の枠組みと方法

「まちの駅」の歴史と概要
（文献調査）

過年度調査結果の概要
（過去３年間の取組の振り返り）

成果発表と報告書のとりまとめ

活動内容の検討・決定、活動計画の作成

【今年度の活動】

①市内にある「まちの駅（50駅）」の紹介パネル作成
　（ヒアリング調査、パワーポイントによるパネル作成、ホームページ作成）
②パネル展及び商品展示（学園祭でのパネル展実施）
③「まちの駅」の食材を使った豚汁とおにぎりの販売
　（学園祭での模擬店の実施）
④まちの駅関連イベントへの参加
　（県内外の８イベントに、出展・スタッフとしてボランティア参加）
⑤取組活動に関する「越後長岡まちの駅」へのアンケート調査
⑥経済産業省主催「社会人基礎力育成グランプリ2011( 関東地区大
　会）」出場

楽しもう！　越後長岡「まちの駅」

石綿 真也　大井 拓朗　黒田 未奈子　小島 和幸　重野 友里　寺本 誉　山田 祐介　李 佩
今坂 麻美　大平 卓弥　小嶋 さやか　粉川 大樹　小林 薫　関根 絢也　竹内 祐輝　
中嶋 真悠美　中山 佳之　南雲 涼

20

^ ^
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取組みの目的

新潟市には「潟」という地名が市内のあちこちに残されている。しかし、
現存する「潟湖」は少なくなっているが、そこには、希少なオオヒシク
イや多くのコハクチョウ、カモなどが生息できる自然環境がある。本研
究では、「佐潟」、「福島潟」と「鳥屋野潟」で現地調査を行って、い
かに地域の人々が守り、関わってきたかを考察する。

研究の意義

「佐潟」はラムサール条約登録湿地である。ラムサール条約は「湿地
の生態系の保全」や「湿地を持続的に利用していくワイズユース（賢
明な利用）」を基本理念としている。「湿地の保全」と「ワイズユース」
とこれらを支える「交流・学習」について理解を深める。

・ラムサール条約の登録条件は、①湿地が国際的重要性の評価があるこ
　と、②国内法による湿地保全の担保（国の鳥獣保護区の指定）があ
　ること、③地元市町村の賛同が得られることの3点である。
・「福島潟」と「鳥屋野潟」は、①と②の条件を満たしているが、③の地
　元の賛同がない。

・「佐潟」は、1996年 3月にラムサール条約に登録されて、環境省、
　新潟市、地域の人々の保護管理が十分にある。他方「福島潟」は新
　潟市と地域の有志の人（ＮＰＯ法人など）の保護管理では永久的な
　ものではなく、また、「鳥屋野潟」は、新潟市が管理しているが、地
　域との結びつきは弱いので、保護管理が十分とはなっていない。

・

・

・

・

湿地は、さまざまな生き物の生育・生息地として重要であり、また私た
ちの貴重な資源である。ラムサール条約は国際協力によって、湿地の保
全とワイズユース ( 賢明な利用 ) を進めていくことを目的にしており、ま
たその手段として、交流・学習・普及啓発を重視している。
登録湿地のメリットは、学校教育、地域の生涯学習、レクレーションや観
光の対象として活用される。

新潟市内にある「佐潟」・「福島潟」・「鳥屋野潟」は、多くの野鳥と植
物の生息地である。

「福島潟」と「鳥屋野潟」も国際的に重要な湿地であるので、
地域の人々が賛同して登録湿地として申請すべきである。

主な分析結果

提案

■ゼミ教員
　吉盛 一郎 教授

■ゼミ学生名
　4年生 ：

佐潟・福島潟・鳥屋野潟の地域との関わりと
湿地の賢明な利用について

・

・

・

水鳥を保護する「ラムサール条約」についてまず文献研究する。1971
年イランのラムサール（都市名）で、「特に水鳥の生息地として国際的
に重要な湿地に関する条約」が締結された。

基本理念である「湿地の生態系の保全」や「湿地を持続的に利用して
いく（ワイズユース）」について調べる。

「佐潟」・「福島潟」・「鳥屋野潟」でフィールドワークして、ラムサール
条約の基本理念が実践されているか調査する。

・

・

ゼミ生を4班に分ける。「ラムサール条約」班、「佐潟」班、「福島潟」班、「鳥
屋野潟」班と各班が分担して調査する。

「ラムサール条約」班は、ゼミ生全員にラムサール条約の概要を説明す
る。全員がラムサール条約の理念を理解した上で、「佐潟」は登録湿地
であるので、理念通りに実践されているか考察し、「福島潟」と「鳥屋野潟」
では、「ワイズユース」が実践されているか、また条約登録湿地になる
ための条件を考える。

・

・

・

「ワイズユース（賢明な利用）」とは、「将来にわたり、湿地を失うこと
なく利用していくこと」をいう。
「佐潟」では、ヨシ利用（堆肥、燃料）、採取（蓮根・菱・鯉・鮒）、憩い、
観察会や環境教育などで賢明な利用が実践されている。
「保全」については「潟普請の復活」や「ヨシ刈り出し」等がある。

青柳 貴大　猪股 瑞樹　川瀬 将司　後藤 学　酒井 隆吏　反町 俊哉　　
田邉 洸介　中村 浩太郎　樋口 一樹　彭平胡　犮迪　　　　

調 査 の 枠 組 み

調 査 の 概 要

研究の枠組みと方法

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム
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取組みの目的

力を学生が発信することで、市民の方々や周辺市町村の方々に大手通
に興味を抱いてもらい出会いの街・ながおかに貢献すること」である。

取組の成果は、ブロンズ像とその原画という一つのものに着目して、
大手通を考え、市民との双方向での活性化を考える仕組みを作ること
ができたことである。また、学生の成長も成果の一つである。具体的
には以下の点があげられる。

①

②

③

この取組に関しては、「何を目的として、何をしていくのか」の議論
に約半年を費やした。その中で、学生は他人を批判し、信頼関係を
失っていったが、誰も助けてくれないこと、責任を全うしなければな
らないことを学び、その後の３ヶ月で飛躍的に進歩を遂げた。

イベントやカレンダー、ストーリーづくりを通じて、大手通の方々と
も交流を持てたことは大きい。

また、ホームページ上にメールフォームを用意し、ストーリーを投稿
してもらうなど、今後の活動への足がかりをつくることができたこと
も評価できる。

取組の成果

■ゼミ教員
　鯉江 康正 教授

■ゼミ学生名
 4年生 ：
3年生 ：

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム

研究の枠組みと方法

（きっかけ）中越高校放送部の取組「街かど調査隊～出会いの街、
長岡から」→ブロンズ像の原画の魅力を活かしたい

成果発表と報告書のとりまとめ

【今年度の活動】
①上記、文献調査とヒアリング調査をもとに、中心市街地の方々の大
　手通への想いを調査する。
②大手通の魅力発見（学生による現地調査）
③『市民活動まつり』での「大手通ちびっ子探検ラリー」の実施
　（企画、イベント）
④ブロンズ像の原画を活かした魅力発信
　（カレンダー作成、原画から想像したストーリー作成、デスクトップの
　壁紙作成、携帯電話の待ち受け画面作成、ホームページでの公開）

・ 大手通の概要と歴史
・ 「ハイライフステージ出会い  
の街」コンセプト調査

・ モニュメントに込める想い
（文献およびホームページに
よる調査、ヒアリング調査）

「出会いの街・ながおか」
大手通活性化プロジェクト

石綿 真也　大井 拓朗　黒田 未奈子　小島 和幸　重野 友里　寺本 誉 　山田 祐介　李 佩
今坂 麻美　大平 卓弥　小嶋 さやか　粉川 大樹　小林 薫　関根 絢也　竹内 祐輝　
中嶋 真悠美　中山 佳之　南雲 涼　石月 美沙世（菊池いづみゼミ）

（活動内容のコンセプト）

・大手通の魅力を発信する
ために大手通の魅力発見。
・ブロンズ像及び原画を媒
体とした大手通の魅力発
信企画の実行。
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取組みの目的

ホームページは企業の情報発信や取引にとって重要な役割を担ってい
る。我々は、NAZE と連携して、NAZE 会員企業のホームページ、と
くに情報内容（コンテンツ）を診断し、改善提案を行い、ホームページ
の改善を通して、診断企業の情報発信力の充実・強化に役立てていた
だくこととした。

研究の意義

この調査研究は、企業にとっては若者＝学生の目からみたホームページ
の改善方向がわかり、参加学生にとっては、この調査研究を通して、企
業研究による調査能力や社会人基礎力の向上を図ることができる。

＜大原鉄工所＞
①　会社概要̶資産状況などと売上高・利益が未掲載。
②　沿革・理念・戦略̶沿革は充分だが、経営理念は未掲載であり、
　戦略も明示的ではない。
③ 仕事環境̶技術、営業など大くくりで仕事は紹介されているが、　
　人材育成制度などの情報が掲載されていない。

＜小西鍍金＞
①　会社概要̶従業者数と売上高・利益が未掲載
②　仕事環境̶人材育成・仕事環境などが未掲載
③　採用情報̶ 一般求人・新規月卒採用がほとんど未掲載

＜大原鉄工所への改善提案と改善＞
Ａ

Ｂ

＜小西鍍金への改善提案＞
Ａ

Ｂ

主な分析結果

提案と改善

■ゼミ教員
　原田 誠司 教授

■ゼミ学生名
　4年生 ：

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム

企業の情報発信とホームページの役割
－コンテンツ診断－

ホームページ診断は大きく、情報内容（コンテンツ）とシステム（機能）
の２つに分けて評価した。コンテンツ診断は原田ゼミナール、システム診
断は村山ゼミナールが担当した。
コンテンツについては、企業の情報内容が正しく取引相手や応募希望者
に正しく伝えられるよう作成されているか、を、企業研究シートに記入して、
診断シート作成により診断・評価する。
診断・評価は、公正に行うため、６名のゼミ学生がそれぞれ企業研究シ

ートと診断シートを作成し、総括して、アウトプットを集約した。

・調査対象企業・・・・

・調査項目・方法・・・

①　会社概要等̶会社名、代表者名、売上高、資本金、利益
②　沿革・理念・戦略等̶沿革、理念、戦略、目標
③　事業概要－主な事業・商品、主な顧客、主な提供方法
④　仕事環境人事制度、仕事概要、仕事紹介、社風
⑤　採用情報̶募集職種、勤務条件、応募方法、求める人材像

ＮＡＺＥ会員企業の株式会社大原鉄工所と株式会
社小西鍍金の２社とした。
両社のホームページや公表資料を見て、以下の
項目について、企業研究シート、診断シートを作
成、評価した。

・

・

・
・
・
・

2つのゼミで、対象企業のホームページを分担して調査し、診断項目に
現状を書き込む。
参加学生メンバーが各項目ごとに、評価点をつけて、合計と平均を算出す
る。
現状評価と診断評価点を見比べて、どこを改善すべきか整理する。
改善点等を調査企業の社長に報告する。
会社側の改善点党への回答および改善結果を把握する。
調査結果は、NAZE会員にも情報提供を行う（総会で発表）。

野村 祐彰　野村 聡史　緒方 康幸　鈴木 茂樹　石丸 祐貴　榎本 啓樹

改善提案・・・売上高・利益、経営理念・戦略のホームページへ
の掲載、事業概要と仕事環境・採用情報の充実を提案した。
改善・・・大原鉄工所は、上記提案を受けて、売上高および社是・社訓・
経営ビジョンを掲載し、事業概要と採用情報の充実を図りました。
大いに感謝しています。

改善提案・・・売上高・利益、経営理念・戦略のホームページへ
の掲載、仕事環境・採用情報の充実を提案した。事業概要につい
ては、非常に詳細で充実している。
改善・・・現在、企業で検討中である。

調 査 の 枠 組 み

調 査 の 概 要

研究の枠組みと方法
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取組みの目的

企業の情報発信の一つの手段としてのホームページの役割とあり方を
検討する。
企業ホームページをシステム面から評価するための手法を構築する。
具体的には、企業ホームページシステム診断チェックシートを作成し、
実際に適用を試みる中で、有効な評価項目を明らかにする。

●

●
●

システム診断

Ⅰ 構成
■

Ⅱ デザイン
■
■
■

Ⅲ 機能
■

■

トップページにエントリーフォームへのメニューを追加することで、エン
トリーフォームに容易に到達できるようにしてはどうか。

フレーム機能を使わないページデザインの検討をしてはどうか。
動画へのバナーを画面上部に配置してはどうか。
クリックの前後でハイパーリンクの文字色を変える設定にしてはどうか。

トップページ右上付近に文字サイズの「大」「中」「小」の切り替えボタ
ンを配置してはどうか。
エントリーフォームに個人情報保護に関する記述を加えたほうが良いの
ではないか。

改善提案

■ゼミ教員
　村山 光博 准教授

■ゼミ学生名
　3年生 ： 池田 敬一朗　菊池 拓也　高野 里奈　竹田 隼人　笛木 香央里　山田 亮

研 究 の 流 れ
① 企業ホームページ調査

ホームページの特徴や工夫を調査・整理

② システム診断チェックシートの改善

チェックシートを見直し・改良を加えた

③ 企業ホームページのシステム診断

完成したシートを用いて、企業HPを診断

④システム診断結果の分析

集計結果により、表およびグラフを作成

⑤ 改善提案

結果の分析、改善案の策定

企業の情報発信とホームページの役割
̶ システム診断 ̶

株式会社大原鉄工所ホームページのシステム診断結果

(注) 1 平成 22 年６月時点での評価
2 Ａ～Ｅは評価学生５名の点数

成果発表会の様子

株式会社小西鍍金　ヒアリング風景

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム
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取組みの目的

現在、中山間地では若者が町及び村から出ていき、農業就業者の高齢
化が進んでいる。この傾向は止むことがないことが予測されている。そ
こで、学生が中山間地に足を運んで調査し、そこから打開策としてプロ
ジェクトを提案していきたい。そして、これらが実践に移れば、中山間
地の地域活性化に貢献することであろう。

研究の意義

当然、中山間地でも様々な打開策を提案している。しかし、大人による
発想と異なる視点から、学生は斬新な提案をするのではないかと考え
ている。そこで、学生の視点からプロジェクトを提案し、これらのプロ
ジェクトを実践に移してみたい。

第1グループ　担い手育成プロジェクト
・ニート及びフリーター等の若年層無職者の現状を調査研究
・農業就業者の現状を調査研究
・プロジェクトを構築

第2グループ　七つの恵み・農作祭りプロジェクト
・中山間地の現状を調査研究
・（財）山の暮らし再生機構主催のインターンシップに参加
・「新庄100円商店街」について調査研究
・野菜等の生産物の流通について調査研究
・プロジェクトを構築

第1グループ　担い手育成プロジェクト
担い手育成プロジェクトは、ニート及びフリーター等の若年層無職者を農
業就業者として育成しようというプロジェクトである。中山間地では、後継
ぎである担い手が不足いている。その担い手をとして、若年層無職者の
力を借りたいというのである。

第2グループ　七つの恵み・農作祭りプロジェクト
七日町のインターンシップに参加したところ、七日町には素晴らしい自然
と美味しい農作物が豊富にあることを知った。そして、その農作物のなか
には市場に出回らないものも大量に存在する。そこで、この余っている農
作物を学生の力によって、長岡市内で販売しようというプロジェクトであ
る。このプロジェクトによって、中山間地の魅力を長岡市民に知ってもらう
ことができるであろう。

取組みの内容

学生のアイデアによる
販売戦略モデル

■ゼミ教員
　田邉 正 専任講師

■ゼミ学生名
　3年生 ： 八木 雄大　東條 昌美　稲井 正人　渡辺 翔太　松原 唯介　渡部 耕士

平成22年度 活動報告

長岡大学 
学生による地域活性化プログラム

研 究 の 流 れ 目 的

第一段階
プロジェクトの検討

様々な中山間地の問題点からいくつかのプロジェクトを模索

第二段階
プロジェクトの構築

第一段階であげたプロジェクトを選択して具体化

第三段階（次年度）
プロジェクトの実践可能性の判断
プロジェクトが実践可能か否かを判断

第四段階（次年度）
プロジェクトの実践

プロジェクトを実践に移行

中山間地における
地域活性化の提案と実践

七日町には、自然と農作物
が豊富にあります。

(財)山の暮らし再生機構
主催のインターンシップに
参加しました。
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